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研究成果の概要： 

ベルリン・コレクションの版本データーベース化ほか、目録の完成に向けての作業は現在最

終段階である。その作業の中間的な報告として、西脇はこれを用いて「返還文書から見たトル

ファン仏典版本の概観」を作成した。視覚的側面を利用して版本理解を深めることをねらい、

多くの図を載せたものである。藤枝氏や竺沙氏を始めとする、これまでの研究にはベルリン・

コレクションはほとんど利用されていないので、10 世紀以降のアジア世界における文化交流の

考証に寄与するという、本研究の大目的に向かって一歩を印したかと考える。作業の完了した

時点では、目録の充実とそれを通した研究の提示という二面において、新たな多くの研究に貢

献できるはずである。 

 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００６年度  1，500,000 0  1，500,000 

２００７年度 1，400,000 420,000 1,820,000 

２００８年度 500,000 150,000 650,000 

年度  

  年度  

総 計 3，400,000 570,000 3,970,000 

 
 
研究分野：人文学 
科研費の分科・細目：哲学・中国哲学 
キーワード：中国仏教 
 
１．研究開始当初の背景 

前世紀初め各国探検隊の持ち帰った中央

アジアの膨大な史料は、それぞれの国で個々

に研究されてきた。今日では、文献の電子化

にも後押しされ、それらは有機的・統括的な

研究段階に進もうとしている。その中で、ド

イツ隊将来のトルファン文書、特にその漢語

文献の研究は順調とは言えなかった。理由の



第一は、受け入れ機関に中国学研究者が欠け

ていたこと。第二は、第二次大戦後、文書の

大半が東側で管理され、西側研究者の利用が

難しかったことである。 

そうした中でも、何人かの日本人がこの漢

語文献の重要性に着目しており、1960 年代後

半には、敦煌文書研究の第一人者、藤枝晃氏

が、国交のない東ドイツで漢語仏典の目録作

りに着手した。この事業はドイツと竜谷大学

西域文化研究所との共同研究として現在も

続いており、3冊の目録が出版されている。 

1990 年の東西ドイツの統一後、文書は広く

公開され、代表者西脇はただちにとりかかっ

た研究の一環として、2001 年ドイツにおいて

非仏典文書の目録を出版した（Tsuneki 

Nishiwaki: Chinesische Texte vermischten 

Inhalts aus der Berliner Turfansammlung, 

2001 Franz Steiner Verlag, Stuttgart）。

ここでトルファン漢語文書の全体は、仏典と

非仏典の二分野でそれぞれの目録が整うこと

になり、文献の整理という研究の第１期はほ

ぼ６割ほどが終了したことになった。以後は

同定を進めることによって第１期、整理段階

の完了を目指し、これと平行して、各文献の

内容に迫る第２期の研究に進むことになっ

た。 

 
２．研究の目的 
トルファン漢語文書は、形態からは写本と

版本に分けられるが、その扱いには差がある。

写本の多くは、トルファンが中国文化の影響

を受けた４世紀から六、七百年間の仏典で、

紙・筆・字体等の特徴によって大きく四期に

分類され、研究されてきた。 

一方、版本の多くも仏典であり、宋代以降

に中国やその周辺で印刷された大蔵経断片

が大半であるが、写本のように分類されるこ

ともなく、研究は手薄であった。既存の 3冊

の漢語仏典断片目録でも、版本は一括りにさ

れており、版本の種別は 3冊目にごく僅かに

記されているだけである。 

しかしこれは目録編者の怠慢ではない。2

冊目が上梓された 1985 年ころまでは、大蔵

経の版本研究は仏典目録からのもので、実

物に触れての研究はまだほとんど行われな

かったからである。1990 年代のはじめに、

山西省応県の仏宮寺木塔から出た、「まぼろ

しの大蔵経」である契丹蔵の幾巻かが整理

されて図録とともに世に発表されてから

（『応県木塔遼代秘蔵』、1991、文物出版社）、

それは飛躍的に進んだ。従って 2005 年末に

出来上がった 3 冊目の目録には、それらの

研究成果が僅かではあるが取り入れられた

のである。 

 近年の初期大蔵経版本研究、つまり宋から

元の時代の大蔵経研究は竺沙雅章氏によっ

て精力的に進められてきた。また藤枝氏は、

出口常順コレクションの整理にも当たられ

た。このコレクションはイスタンブール図書

館蔵のトルファン文書と出自を同じくし、ベ

ルリン・トルファン・コレクションから第二

次世界大戦前に分かれたものである。2005 年

には、その図版を伴った解説書『トルファン

出土仏典の研究 高昌残影釈録』（法蔵館）

が出版された。その中では宋―元における大

蔵経を三系統に分ける竺沙氏の説に基づき

解説がつけられている。 

そこで本研究では、この両氏の成果を利用

させていただき、従来ほとんど正面から扱わ

れることのなかったこのコレクションの仏

典版本に取り組むこととした。具体的には、

現時点で可能なあらゆる分析を行い、同定に

努力して、文献として正しく位置づけ、当該

コレクションの研究進展に資すると同時に、

これらを用いた研究の方向をさぐって、最終

的には、10 世紀以降のアジア世界における文

化交流の考証に寄与したい。具体的には 



 

（１）ベルリン・トルファン・コレクション

の漢語版本目録作成 

（２）日本蔵トルファン文書版本目録作成 

 

の二点を第一の目的とし、それぞれに含まれ 

る資料について、現時点で可能なあらゆる分 

析を行い、同定に努力して、文献として正し

く位置づけ、当該コレクションの研究進展に

資する。第二の目的は、これらを用いた研究

の方向をさぐって、10 世紀以降のアジア世界

における文化交流の考証に寄与することで

ある。 
 
３．研究の方法 
（１）まず既存の漢語仏典と漢語非仏典の４

冊の目録から、版本断片を抽出し、同定に努

めた。 

 目録の情報をもとに西脇はベルリンでそ

れらを実見し、宋から元の時代の大蔵経版本

のうち、いかなるものに当たるかを決定した。

その場で決定できないものは写真を入手し

て持ち帰り、帰国後、２人の研究分担者と討

議して決定した。 

（２）次にインターネット上の情報から、版

本断片を抽出し、同定に努めた。 

 ３年間の科研期間の間に、漢語断片つまり

Ch（漢語文書）、Ch/U（表は漢語文書、裏は

ウイグル文書）、Ch/So(表は漢語文書、裏は

ソグド文書)の記号のついた断片すべての画

像がインターネットを利用して見られるよ

うになった。従って、印刷本を抜き出す作業

は国内で多くの部分をすすめることができ

た。しかしながら、トルファン文書は大半が

小断片のため、画像では詳細が不明なものを

多く含んでいる。また土中から発見されたも

のが多く、幾枚も貼り付いたままで一枚ずつ

に剥がされない断片もあり、その重なりは画

像では判別できない。これらも当然、現地で

の実見が必要であった。 

（３）上記（１）（２）によって、協力して

同定をすすめる作業と平行して、研究者は各

自、それらの版本と関わりあるテーマを選び、

１０世紀から１４世紀のアジアにおける文

化交流の諸相を研究した。 

 
 
４．研究成果 

（１）ベルリン・トルファン・コレクション

の漢語版本目録作成 

 ベルリン・コレクションの版本データーベ

ースは未完であるが、その作業の中間的な報

告として、西脇はこれを用いて「返還文書か

ら見たトルファン仏典版本の概観」を作成し

た。返還文書は戦後旧ソ連に没収され、東西

ドイツ統一直前に旧東ドイツのライプチッ

ヒを経由して西ベルリンのダーレム・インド

美術館に返還された二百数十枚の漢語断片

である。その内訳は 

  写本仏典（仏教関係）236 点 

  版本仏典       18 点 

    俗文書        7 点 

である。仏典が 95％を占めていることは、６

－７千枚のコレクション全体に占める仏典

の比率と一致する。そこでこの返還文書をコ

レクション全体の縮図と考え、そこに含まれ

る版本断片、およびそれと関わりのある版本

断片を適宜引き、コレクションの版本全体に

ついての概観を述べた。藤枝氏や竺沙氏を始

めとする、これまでの研究にはベルリン・コ

レクションはほとんど利用されていないの

で、10 世紀以降のアジア世界における文化交

流の考証に寄与するという本研究の大目的

に向かっても、一歩を印したかと考える。 

 またこの目録作成作業は科研終了後もつ

づけられ、ベルリンの目録シリーズの１冊

「ベルリン・トルファン・コレクション漢語

版本目録」（ドイツ語版）として、数年の間



に出版されることが決定している。これには

かつて同シリーズの非仏典目録の作成を担

当した西脇と Wittern の両人があたる。 

（２）日本蔵トルファン文書版本目録作成 

梶浦の手がける静嘉堂文庫所蔵の仏典目

録については、当面の目的であった版本部分

はほぼ終わった。しかし、同文庫の写本と一

括して公開した方が、研究者に資するところ

は大きいと考え、写本同定の作業を続けてい

る。 
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